第６回ZnOビジネス21研究会
主催：高知工科大学　総合研究所　マテリアルデザインセンター
日時：平成 20 年 10 月 20 日（月）13：15－17：30
会場：財団法人総評会館　2F201 会議室 ：〒101-0062　東京都千代田区神田駿河台3-2-11

　　　交通アクセス　http://www.sohyokaikan.or.jp/access/index.html
趣旨：第１回、第２回では高知工科大でのこれまでの研究成果を基に、酸化亜鉛（ZnO）薄膜の物性およびそこから考えられる応用、出口に関して議論を行ってきました。第３回では改めて親亀となる材料に立ち返り、単結晶基板、粉末を扱う企業とともに、現状、およびその課題などについて議論を行いました。第4回では、ZnO薄膜を作製した場合にどのような評価、解析法が適しているかに焦点を当て討議を行いました。第5回では半導体として大きく発展するために必要不可欠な単結晶基板、応用としての太陽電池の研究開発動向はいかようなものか、加えてコストを握る導電性酸化亜鉛粉末の研究開発動向、および今後のフレキシブル基板応用としての樹脂基板上の酸化亜鉛製膜について、第1戦でご活躍の研究者と議論をいたしました。
　　今回は、「構造と物性」をメインテーマに、前半では、前回の流れの中で、薄膜太陽電池、およびフレキシブル基板応用にての研究開発現状を具体的にかつ勢力的に研究開発されている方々をお招きして議論いたします。後半は積層構造や薄膜自体の構造を原子レベルで観察し、目的通りの構造となっているかを直接的に検討可能とさせる電子顕微鏡について、この技術分野を企業の研究所にて深く広く育て、有効に応用されて多くの実績を挙げてきた専門家をお招きし、勉強したく思います。最後は最近の ZnO 透明導電膜付カラーフィルタを用いたＬＣＤパネル成果などを含めた山本哲也研究室の研究開発動向について報告、議論いたしますので、多数の方の参加を希望いたします。
尚、会場後部では関連技術の展示コーナー（酸化亜鉛原料、製膜装置（パンフレット）、酸化亜鉛透明導電膜、日立ハイテクノロジ紹介パンフレットなど）を設けます。名刺交換などにご活用ください。
プログラム：主催者挨拶　山本哲也

[１]「薄膜太陽電池の研究開発動向と透明電極の役割」中田時夫（青山学院大）、
[２]「酸化亜鉛透明導電膜の応用開発」尾藤三津雄（アルプス電気株式会社　事業開発本部）、
[３]「透過型電子顕微鏡による材料評価」永田文男（ソリューション・ナタ、元日立中研）、
[４]「 ZnO 透明導電膜の研究開発動向と現状」山本哲也（高知工科大）
定員：60名（定員になり次第締切）
メインテーマ：「構造と物性
」
参加費（テキスト代込）：14,000円
申込方法：申込書に必要事項をご記入の上、E-MAILにてお申し込み下さい。

申込先・問合先：〒782-8502　高知県香美市土佐山田町宮ノ口185

高知工科大学総合研究所ﾏﾃﾘｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾝﾀｰ　秘書　西川　麻衣子

TEL　0887-57-2180　FAX　0887-57-2181

e-mail　nishigawa.maiko@kochi-tech.ac.jp
申込〆切　平成20年10月10日（金）

